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各種フットボールにおけるエネルギー消費に関する研究

サロソフットボールについて
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Energy expenditure during game of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saloon footballers

秋田信也（東邦大学）菊地武辺（干葉大学）椿恒雄（東邦大学）

SHINYA AKITA TAKEMICHI KIKUCHI TUNEKI TUBAKI

Ｉ研究目的

　・近少年から一般人まで。サロンフ。トポ一ル、ガーデンフ。トポール、リフト啼・１一等の各鴎フ。

トポールが、礁哭|ご鶴及し･っつある。その履白として、体青龍や小学校の校庭、公�等の挟いヌペースで

Fijlれ、しぬ４少Å数で手蔓1ご実施であることがあげられる。特lご使用ボールが、はねかえり係数0.4以

為替ロンフ･。トポール1j.ポールコントロールが容嘉であり、幼児や女性もすぐゲームを楽しめるとい

う物警を拘９てい名。

　叉高い技術を曹樗したプレーヤーのゲームは、スキルコルで、スピーデ４であり、ｌチームＳ名という

‘pA数の・感あ、て、プレーヤーがボール|ごプレーする一狼は、啼・カーのゲーム1こ比して数倍１くなa。

|｡｡たが、て運動強度も大変強い１のと鏃われる。

　|｡かしこの分ロンフ。トポール11、プラｇルで|ま、ＳＯ即以上の歴史をも９ている|ご●かかわらず、日

本1と紹介自虐1で、わずかｌａ年1と●だない。

　本研究の目的Sま、4タロンフ・トポールのゲーム申|こおける運動強霊およぴエネルギー鯛贅量を明らか1こ

すろことである。

皿方　法

　11廸鵬者

　　　退会３年以上、遍１匪、サロンフ。トボールを１時間・度楽しんでいる、高校生５名のフ４－ルド

　　プレーヤーであａ。このうち２名は．ｓ３年４ンターハ４（サ。カーjlこ千‐薬代塵で出●した１名

　　と間咬サ・カー麗麗１名を含んでいる。その身体特性は、麦１のとおりであ名。このチームの名前は

　　ゐ･ｺわ台ＦＣという。

　　　　　　　　て●♭1● 1
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　各個人の運動強度は、平均心拍数と、平均心拍数および前述の「ＨＲ・ＶＯＪの関係式から算出し

て、％ｔｏ､ｍａｘであらわした。室温は、2 0.5℃、湿度は７３％であった。

３４

２）トレッドリレ走　　　　　　　　　　・

　　８３年１０月１８日、１９日、千葉大学教養尊、保健体育実験室において、トレッドミルのスピー

　ドを１２０ｍ／ｍｊｎ、１５０ｍ／ｍｉｎ、１８０ｍ／ｍｉｎと、３分ごとに負荷を漸増した。その後は、１

　分ごとに勾配を２％ずつ漸増しオールアウトまで続けた。同時に、ＨＲ（り拍散）は、商那誘導によ

　る心電図テレメーターにて電送記録し、呼気ガスは、２分～３分、５分～６分、８分～９分、その後

　は１分ごとに、ダグラスバックに採気し、02C0､を、日本電気三栄ＫＫ製１Ｈ２１Ａ型呼気ガスモ

　ニターにて02CO、を測定し、ガスメーターにて呼気量を測定した。

　　この走行中のＨＲとVOsの関係から個人別に、VO2maxと「ＨＲ・ＶＯ２」の関係式を求めた。

　室温は2 0.5℃、湿度は７１％であった。

３）サロンフットボールゲーム

　　８３年１０月１６日、東邦大学体育館で行われた第１回サロンフットボールリーグ戦の第１試合と

　第３試合の、対ブラジル研修生（日系２世のチーム）、対東邦大学サロンフットボールクラブ戦の、

　みつわ台ＦＣについて測定した。

　　ＨＲは、日本光耀医用テレメーターＥＣＧＺＢ－１４１９により胸部導出でプレーに支障のないよ

　うに装着して、相手チームの了解を得てゲーム中連続記録した。

　　ゲームは、メンバー交代があり各試合に続けて出場した、３名と２名、計５名のフィールドブレー

　ヤーについて集計した。ゴールキーパーについては、記録しなかった。

　　集計は、ゲーム開始１分前からゲーム終了５分後まで、１分ごとに３０秒間のＨＲをカウントして

　１分間換算して、心拍数変動を求めた。（図１）
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II銘菓と海朧

　トレ。ドi J1走の最大運動テスト1ごおいて植駿者のＶＯｌｍａｘは、平均で５ ａ．７（ＳＤ３．３）皿j･mill

　　　　　　　　　2）ぶであり、岩村英吉等（１９７８）の高校生の々ｏ２ｍａｘより低い値を示した。

　個人については、高校サッカー耶で活・しているＳ．Ｋが５７．２㎡･ｍｌｊ４１、Ｙ・Ｍが5 8.2か･mに!

匈‾iと他の３名より5sjから９㎡高い値を示したが、岩村等の平均6 1.81g･min4jより低いものであ

ｰ｡た。（表２）
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　ＩＲとVOIの関係を、トレ。ド

ミル走予スト11ら回帰方程式で求め

た結果1ま、？。０．ｙ－３ｓ．４ｘ－

ａ９０３、Ｈ．Ｔ．ｙ＝２ ９．９ｘ－

２３童ａ、Ｓ．Ｋ．ｙ＝２ ７．４ｘ－

２２１０、Ｔ．Ｍ．ｙ＝２３ｘ－

１２１ｓ、Ｘ．Ｎ．ｙ－２１．８－１１２０でありこれ等の相関の平均|虚、０．９９１と0.1S水準で有意な

梱�を示した。図Ｈま、Ｋ．ＮのＨＲとＶＯＩのー係であるが、他もほぽ同様であ･･だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　この�価式を色ちいて、サロンフ。トポールのゲーム申の

m1

％ＶＯ２ｍａｘを求めたものが表３である。ゲーム中の％ＶＯ２ｍａｘ

は、平均で８ ８､１％Ｖ０１ｍａｘと高い運動強度を示した。これは。

　　　2）　　　　　　　　　　、
岩村英吉のサッカーのゲーム中における、７ ５､２％ＶＯ２ｍａｘやポ

ジション別の最も高いフォワードの８ ３．０％ＶＯ２ｍａｘよりも高い

ものであった。

　前半と後半で見ると、後半の万が、8 8.9％VOlmaxと高い強

度を示したが、これは、ゲーム内容が、第１試合（ブラジル研修生

９－７みつわ台）、第３試合（東邦大学６－９みつわ台）と得点が

多く後半に勝敗が決まる接戦になったため、運動強度が高くなった

ものと思われる。
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　ゲーム申ａエネルギー浦安|乙ついて11.個人のψ０、・ｊ･ｓｌｉ１より、運動申。０１１ｊで炭水化麹が髪

鐘したとすると、約ska･j発生すあ。このことから、平均で１分詞、l.sj浦・すると12.ake●j鯛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶

費したことlcな勉４ ０分のゲームであ９たのでｓｏａｋｌ凰丿消費している。これ11、山詞一一（１９ｓｓ）

籍告の高校生の呼。・－ゲーム？０分間のエネルギー消壷ｌｇＯｋｌｌｌよりＳい値を示した。
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　衰４に示したエネルギー消費は、個人差があり、なかでも高校サッカー部員である２名が５名の中で最

高と最低を示した事は、プレーの性質上興味深い結果として現われた。

　サロンフットボールは、フィールドプレーヤーが４人のため、ポジシ。ンは、自然にローテーシ・ンす

るが、タイプとして、フィックス（パック）から得点に関係するオープンスペースに出て行ってプレーす

るタィプと、フォワードの位置でオープンスペースを作り出し、又は、相手のボールを奪いに行く、セン

ターフォワードやサイドのタィプの運動量には、差があるようである。

　そうりった事を考慮してもサロンフットボールは、運動強度や消費エネルギーから、持久性については、

自然にィンターバルトレーニング的になっており、そのトレーニンク3め果は、多いに期待できるものであ

る。又ボールにプレーする回数が多い事から、青少年のボールコントロール、ボディバランス、ひいては、

巧緻性、体力等の向上に楽しみながらトレーニンクー果のあがる種目である。
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ｉ要　約

1.裂験者は、週１回サロンフットボールゲームを楽しんでいる高校生男子５名であった。

2、トレッドミル走により、個人のＨＲとVO､の回帰式およびＶＯ､ｍａｘを求めた。

3.サロンフットボールのゲーム申のＨＲを、胸算誘導法により記録した。

4.ゲーム中のＨＲについて、トレッドいレで求めた回帰式により、間接的に匁ＶＯｌｍａｘを求め運動強

　度とした。

5.ゲーム申の平均やOIより４０分間のゲームの消費エネルギーを算出した。

6、サロンフットボールのゲームは、平均今0､maxの8 8.1％と高い運動強度であった。

7.消費エネルギーは、１分間１Ｚ６ｋｅａｆ、４０分間のゲームで５００ｋｃａｊ消費している。

　本研究に際し、アドバイスを頂いた、和洋女子大学清野幸也講師、被験者として多大の協力をして頂い

た、みつわ台ＦＣの方々に深く感謝の意を表します。
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